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またインドネシアか!!!!!!!

議事録

矯正教育の概要

・内容　・対象、流れ　・現状のデータ（人数とか）

↓

矯正教育は（社会から）効果（つまり再犯をしない人を育てる）を求められる教育である

（矯正教育が社会からの責務に応える必要ありという文献あり。うまく文言は変えればいけそう）

↓

矯正教育の目標は少年の健全育成
　　　　　　　　　　　　再犯防止・社会適応

↓

しかし、少年院での再犯率は他の施設に比べて高い

（るいさん案：児童自立支援施設・少年鑑別所・児童福祉施設の再犯率を比較する

　　　　　　→そこで少年院出院者の再犯率が高いと言えたら…！）

→つまり現状として目標達成できていない

↓

矯正教育の時点で再犯するかどうかはわからない

⇒ではどのように保証しようとしているのか

↓

成績評価を見る妥当性は、先行研究検討で

①個別的処遇計画に基づく在院者の教育目標の達成度を確認することを目的としているから

②教育内容・方法の妥当性を検証し、個別処遇の効果的な運用を図ることを目的としているから（菅藤2009）

が挙げられている

↓

よし！成績評価を見てみよ～う
↓

具体的な項目は、法務省or少年院にtelするしかないかな…？検討中。

★このあとのポイント★

社会適応と再犯防止がごっちゃになっているから

成績評価の項目をみる

なんで偏っている？→歴史的な流れ＝厳罰化から社会適応へ

社会適応と再犯の関係をどう考えるか？
社会不適応は再犯に繋がってしまうけど、でも必ずしも＝の関係ではないのでは？
仮説

A

現在の矯正教育で行われている成績評価法は、社会適応に偏重しており、再犯防止の視点が欠けている

B

現在の矯正教育の成績評価方法が社会適応に偏重している要因は、○○○である。

or

現在の矯正教育で再犯防止の視点が欠けている要因は、○○○である。
宿題

A①社会適応と再犯の関係性を調べる　②社会適応と再犯をはかる基準としてどういうものがあるか

などなど

（あるてぃーさん、おかぽん、ちーちゃん）


B　歴史的変遷、社会的要請、指導可否性、経験則、海外の影響　が要因として考えられるのではないか

　とちょっと案が出たので、よかったら参考にしてみて下さい

（ゆづ、みなみさん、りえこさん、みおさん）

仮説が成り立つように、各自調べてきましょう～
